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琉球王府の雨乞い儀礼
　　　 　
──尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」と雨乞いのオモロにふれて──
島
　
村
　
 幸
　
一
〈はじめに〉　琉球王府の通例の雨乞い儀礼は、首里では御城（首里城）の御座（下庫裡）と御庭の儀礼、聞得大
君御殿と三平等之大あむしられの三殿内の儀礼、円覚寺での禅家による大般若祈祷があり、那覇では唐栄（久米村人） による龍王堂、天尊堂で 龍王を爬龍舟に乗せて運び豊見城グスクの御嶽で行う儀礼や護国寺で聖家が行う雨乞い祈祷、また泊村で行う祝部等の儀礼がある。さらには、通例の雨乞いで効果があらわれない時は、国王行幸による弁ヶ嶽 雨乞嶽、魚小堀（龍潭池）での爬龍舟漕ぎ 儀礼等がある。知念玉城への雨粒天次嶽等への国王行幸は、さらにその次の旱魃が深刻になった際の雨乞い儀礼だと考えられる。
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本稿は、琉球王府の雨乞い儀礼にかかわる資料としてまず『球陽』や『琉球国由来記』の記事を整
理検討する。次に、尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」の記事を三平等之大あむしられ等の神女やおもろ主取等（神歌親雲上・神歌勢頭）に焦点をあてながらまとめ、琉球王府の雨乞い儀礼の具体的な姿を描いた上で、最後に『おもろさうし』 入る数首の雨乞いを謡ったオモロを考察する。　
始めに、 『球陽』記事をみていく。 『球陽』については、 『球陽』の資料になったと考えられる「順
治康煕王命書文」の関連記事との比較も行っていく。〈Ⅰ． 『球陽』の雨乞い関連記事〉　『球陽』の雨乞い関連記事を、以下に抜き出す
（１）
。
・尚貞王二十八年（一六九六）６０１
　
雨を禱り且屍骨を収埋す
・尚灝王二十一年（一八二四）１６３３
　
本年、雩す
　
・尚灝王二十 年（一 二五）１６３４
　
二十二 乙酉、大いに饑ゆ。此の年、風旱相仍り飢餓荐り
に臻り、人民多く飢餓に及ぶ
・尚育王元年（一八三五）１７３３
　
本年、雩す
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・尚泰王元年（一八四八）１９００
　
本年八月初九日、雩を弭む
・尚泰王三年（一八五○）１９ ７
　
本年十月、雩す
・尚泰王四年（一八五一）１９２６
　
本年七月初三日、例に照し官に命じて、恭しく禱雨の願を還さ
しむ
・尚泰王六年（一八五 ）１９５３
　
本年十月、雩す
・尚泰王七年（一八五四）１９６５
　
本年七月、雩す
・尚泰王八年（一八五五）１９７
　
本年四月、雩す
・尚泰王九年（一八五 ）２００２
　
本年十二月、雩す
・尚泰王十年（一 五 ）２００５
　
本年二月、雩す
・尚泰王十年（一八五七）２００６
　
本年三月、大いに雩す
   
・尚泰王十年（一八五七）２００７
　
本年六月二十四日 霊嶽・神宮等の処に於て、始めて禱雨の報
祭を行ふ
・尚泰王十二年（一八五九）２０８０
　
本年十月、雩す
・尚泰王十三年（一八六○）２０９
　
本年七月、雩す
・尚泰王十四年（一八六一）２１０７
　
本年、例に照し官に命じて去年の禱雨の願を還さしむ
・尚泰王十五年（一八六 ）２１ ３
　
本年八月 再び雩す
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・尚泰王十六年（一八六三）２１４８
　
本年十二月、再び雩す
・尚泰王十六年（一八六三）２１４９
　
本年、例に照し官に命じて、恭しく去年七八両月の禱雨の願
を還す
・尚泰王二十六年（一八七三）２２６６
　
本年二月、両次雩す
・尚泰王二十六年（一八七三）２２６７
　
本年二月、天に告げ雨を禱ること已に両次に及ぶ。其の閏
六月に至り、一共に願を還す
・尚泰王二十六年（一八七三）２２６８
　
本年、七月・十 ・十一月の三次雩す
・尚泰王二十七年（一八七四）２２８
　
本年、客歳 より十一月 至るまで、雨を禱ること三次
有り
 　
一覧すると分かるように、 『球陽』に記された雨乞い記事の初見は、尚貞王二十八年（一六九六）
の記事であるが、次の記事は百二十年以上も後の 灝 二十 年（一八二四）の記事である。さらに次の記事は尚育王元年（一八三五） 、次の記事は尚泰王元年（一八四八）で、その後はほぼ毎年のように尚泰王十六年（一八六三）まで続く。そ 後、十 をおいて尚泰王二十六年（一八七三） ・二十七年（一八七四）の記事が記されて『球陽』の雨乞い 終わっている。尚泰王代にこれほど多くの雨乞いの記事が記されていることをふまえれば、琉球における旱魃が尚貞王二十八年以前にはなかっ
107 琉球王府の雨乞い儀礼
たとは考えられない。また、尚貞王二十八年から尚灝王二十一年まで百二十年以上もの間、旱魃がなかっ も にくい。 『球陽』の雨乞い儀礼の叙述が、 正確であるかは相当に疑わしい
（２）
。実際に、 『琉
球国由来記』 （一七一三年）と『琉球国旧記』 （一七三一年）の間に 資料で、 『琉球国旧記』の枠組みを作ったと考えられる『古事集』 （鎌倉芳太郎資料）に入る「順治康煕王命書文」には、 『球陽』に記された最初の雨乞い記事 （一六九六年） 以前に、 順治十二年 （一六五五） と康煕三十三年 （一六九四）が旱魃の年で、雨乞いがあったことが記されている。 「順治康煕王命書文」に記された二つの記事を以下に記す
（３）
。
順治十二年乙未大旱田野如焦山川滌滌四方農民皆以不能耕種為憂而不勝雲霓之望于此
　
王令各処官民
等禱雨于山川諸神此時
　
王遣按司一員于龍王殿謹供品物処誠告禱首里人皆赴聞得大君御殿并三平等前
而禱之久米村人于龍王殿朝夕持斎焼香念経已而奉駕龍王于龍舟往豊見城奉龍 于壇上而禱雨者此亦非効中華 雨之礼也歟康煕三十三年甲戌旱魃肆虐農事失時由是
　
王大懼謹択吉日登弁嶽禱雨嶽虔誠禱雨此亦人民○民重農之
事也
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　「順治康煕王命書文」 に記された順治十二年の雨乞い儀礼は、 まず国王が 「各処官民等」 に 「山川諸神」
（地方の御嶽等に祀られている神々）に対して「禱雨」させたこと、それとともに「龍王殿」 （上天妃廟にある）に「按司一員」を派遣して「告禱」させたこと、 「首里人」に「聞得大君御殿并三平等前」（聞得大君御殿と三平 之大あむしられの殿内）に赴かせて祈らせたこと、 また「久米村人」には「龍王殿」で朝夕「念経」させ、 「龍王」を「龍舟」に乗せて豊見城に往き、 「壇上」 （豊見城城内の豊見瀬嶽か）に「龍王」を奉納したことが記されている。この「王命書文」が記す雨乞い儀礼については、『球陽』や『琉球国由来記』記事、尚家文書の「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」にも記されており、この時代から既に同様の儀礼が行われていたことが分かる貴重な記事である。また、康煕三十三年の記事は、国王が弁ヶ嶽と雨乞嶽に行幸して雨乞いの儀式を行ったことを記した記事である。これも、 『球陽』や『琉球国由来記』記事、 「雨乞御代参日記」等に記されている と重なる記述である。　
ところで、 『球陽』が記した最初の雨乞い儀礼の記事は、以下である。これは「順治康煕王命書文」
が記した順治十二年や康煕三十三年の記事とは、異なる雨乞い 礼であ 。 順治康煕 との比較のために、 球陽』は原文（漢文）のままで引く
（４）
。
（尚貞王二十八年）６０１
　
禱雨且收埋屍骨
　
春三月閒旱魃肆虐田野乾涸屡次設壇禱雨無有効験
　
王
幸于知念玉城虔誠禱雨終不雨降由是
　
王発仁慈恩澤屍民竟令首里泊久米村那覇諸郡邑等處将人之屍骨
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投棄山野晒日濕雨者皆收埋之於地中則不閲数日雲起四野油然大雨
　　
　『球陽』の記事は、春になっても旱魃が続き数次にわたり「設壇」して、 「禱雨」をしても効果があらわれなかった。そこで、国王は「知念玉城」に行幸して雨乞いをしたが、やはり雨は降らなかった。国王は「仁慈」を発して屍を慈しんで、 「首里泊久米村那覇諸郡邑」の人々に 山野に棄てられ日に晒され雨に濡 ている「屍骨」 集めさせ 地中に埋葬させると、数日にして雲 起こり大 が ったというものである。興味深いことは 「順治康煕王命書文」には、 『球陽』が記す６０１の 乞い記事と対応する雨乞い記事が記されている。それに 、何故国王が「仁慈」を発して屍を集めたのかが記されている。以下に、 「順治康煕王命書文」の該当記事を記す。康煕三十五年丙子春三月
　
王行幸于知念玉城虔誠禱雨而終不雨由是二十九日
　
王令人来唐栄問中華禱
雨事唐栄臣僚開中華禱雨条件奉答
　
聖問其内有収埋衆人屍骨禱雨事由是
　
王発仁慈令首里泊久米村那
覇等処人収屍骨埋之至四月初五日果然大雨是亦非
　
王者膏沢及死民之故也哉
　
傍線を引いた部分が、雨乞いにあたって国王が屍を集めた理由にあたる。国王は「知念玉城」に
行幸して「禱雨」したがその効果がないので、唐栄を呼び「中華禱雨事」を問う。唐栄は 華禱
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雨」をする「条件」について説明して、 「衆人屍骨」を集めて埋葬することであると答えた。これを実行して「禱雨」すると、はたして大雨が降ったとある。この記事は、琉球王府の雨乞いに「中華禱雨」が入ったことを具体的に示す貴重な記事である。ただ、６０１のような屍を集めて埋葬するという『球陽』の 乞い記事は、これ以外には尚泰王十年（一八五七）の記事２００６にしか見えな 。２００６も、同年二月の「例に照して雨を禱る」２００５とする記事に次ぐ であることから、通例の雨乞いでは効果があらわれず、 「主上、親 く雨乞嶽併びに弁嶽に詣りて雨を禱る。更に竜舟を竜潭に爬せしむ」という雨乞いと も 「暴骨を拾集し、地を択びて埋葬し、祭を賜ひ魂を安んぜしむ。且墓墳大いに壊れ屍骨暴露するも、猶子孫の修すべき者無きは、修茸を加へて以て幽魂を安んぜしむ」と記す記事である
）5
（
。康煕三十五年の「順治康煕王命書文」の雨乞い記事（ 『球陽』６０１の
記事に対応）もそうであったが、王府の雨乞い儀礼に 中華禱雨」の礼式 入 しても、通例 雨乞いの効果があらわれない場合 実行された で、そう度々行われるものではないと理解すべきか。それ しても、 王府の雨乞い儀礼に唐栄 通して 「中華禱雨」 が入ったことは注目される。 「順治康煕王命書文」 はほかにも、康煕三十五年の の前年 彗星が見えたのを唐栄に問合わせた記事が載る。康煕三十四年（一六九五）乙亥冬十月初四日夜彗星忽見是時
　
王驚懼遂遣使往唐栄問之唐栄臣僚画古
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書所有之図
　
聖覧
　
この記事は『球陽』尚貞王二十七年の記事５９５にも、異なる叙述で載る
）6
（
。また、 「順治康煕王命
書文」は康煕二十一年（一六八二）にも「客星」があらわれ、それを国王が唐栄に問い合わせた記事も載る。これも『球陽』尚貞王十四年の記事５１２にやや異なる叙述で載るが、いずれにしてもこの時期に天文・気象にかかわる現象について、国王が唐栄を通して中華の知識 とり入れて、なんらかの対処をしようとしていることが分かる。これは広くは『羽地仕置』 （一六六六～一六七三年）以降、琉球王府が古琉球的な体制から近世琉球的な体制に変容する過程で、祭祀や典礼の「改革」が行わていくことと見合った事象であると思われる
（７）
。尚貞王代（一六六九～一七○九年）に限定して、 『球陽』
にみえる中華 文物が王府に取り入れ れる記事を拾っても、以下がある。・尚貞王元年（一六六九）４２９
　
始めて崇元廟に謁するの例を定む。王、即位以後、中華の衣を穿
ちて円覚・天王・天界の三廟に拝謁し、香を先王に行ふ（以下省略）
・尚貞王二年（一六七○）４３８
　
始めて正月人日・臘月念七日に奏楽することを定む（ 下省略）
・尚貞王三年（一六七一）４４８
　
始めて正月初一日より十五日に至 まで、番日に値ふ毎に、禁城
中庭に在りて以 楽を奏することを定む
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・尚貞王四年（一六七二）４５３
　
聖廟を久米邑に創建す（以下省略）
・尚貞王四年（一六七二）４５６
　
正月初三日、三廟 幸行 ることに改定す（途中省略）此の時其
の放砲を裁去し、只儀仗・吹奏有るのみ
・尚貞王六年（一六七 ）４６９
　
暦書を印造して国中に通行す（以下省略）
・尚貞王十年（一六七八）４８５
　
講解師・訓詁師を設置す（以下省略）
・尚貞王十年（一 七八）４８８
　
暦書を印造して周く国中に行ふ（以下省略）
・尚貞王十一年（一六七九）４９３
　
鄭明良、閩に入り始めて相法を学ぶ（以下省略）
　
４２９は唐衣装を着て、円覚・天王・天界寺の三廟に拝謁するようになったという記事。
４３８・４４８は 城の儀式に唐楽が取り入れられたという記事。４５３は文字通り、聖廟を久米村に創建したという記事。４５６は古琉球時代からある国王・貴人の道行の際の「放砲」を取り止め、唐楽である「吹奏」 （路次楽）だけをするようにしたという記事
（８）
。４６９・４８８は唐暦を印造して国
内に広く通行させ 事。４８５は久米村人に二つの役職を設け、唐書の教授にそなえたという記事。４９３は唐栄の鄭明良に中国で相法 人相）を学ばせたという記事である いずれも、中華の文物を取り入れて、冊封国に相応しい として琉球の中国化を図ろうとした政策であったと考えられる。 『羽地仕置』以降、近世琉球に相応しい体制に転換し と ひ つの方向は、中華の文物
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の及んだ冊封国としての国造りをすることにあったと考えられる。王府の雨乞い儀礼に「中華禱雨」の礼式が入るのは、このような王府の体制整備とかかわる。　
さて、前述してきたように『球陽』の雨乞い儀礼の記事は、相当に偏りがある記事だと考えなけれ
ばならない。しかしながら なかには比較的に詳しい記述があり、全体が概観できる。少々長いが、以下に引く。尚灝王二十一年（一八二四）１６３３本年、雩す。
　
此の年六月以来旱魃威を施し、久しきを経るも
已まず。是れを以て王、旨を伝へ、八月二十五日より二十七日に至るまで、王城御火鉢前並びに各嶽に於て禱告し、訖りて親方 官僚共に三七人を率同 拝し、且前の御庭に在りて雨を禱る。又聞得大君御殿御火鉢前に於て禱告し 訖りて親方、官僚共に三七人を率同して拝し、又三平等神宮に於て禱告し、訖り 親方、官僚共に一七人を率同して雨を禱る。又禅家 して円覚寺に於て大般若経を念じて雨を禱らしめ、又聖家をし 護国寺に於て雨を禱らしむ。又久米村大夫を 官僚各共に一七人を率同し、竜王殿・天尊廟に三日斎宿して雨を禱ら む（初日と終日とは、三司官一員・申口一員・座敷一員・当一員・勢頭一員・里之子一員・筑登之一員、一共に七員 前み 竜王殿に至り、久米・那覇の衆官と一同に礼を行ふ） 。又禱雨の初日、久米・那覇官各一員及び衆官を将て分ちて二隊と為し、其の一隊は則ち親方を以て官僚を率同し、竜王を請じて唐栄の竜舟に駕し、豊見城に前み至りて
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雨を禱り、一隊は則ち三司官、衆官を率同し、天尊廟に前み至りて雨を禱る。又泊村並びに祝部・諸郡、三日雨を禱る（応に紫冠を戴くべき者は改めて黄冠を戴き、紅冠は冠を除き、只朝衣を著すのみ。禱雨の際は都鄙、屠宰を禁止す） 。　
以下、便宜的に番号を付けてその大意をまとめると、六月からの旱魃が続いたために、国王は八月
二十五日より二十七 に至るまでの三日間、①王城御火鉢之御前と各嶽で雨乞いの祈り させる。②その後、親方が役人二十一人 率いて前の御庭（御庭）で雨を祈らせる。③又、聞得大君御殿御火鉢之御前で雨乞いの祈 をさせ、その後、親方が役人二十一人を率いて 拝をさせる。④又、三平等之大あむしられの殿内でも雨乞いの祈り させ、そ 後、 （二十一人が三つに分散して）親方が役人七人を率いて雨を祈らせる。⑤又 禅家には円覚寺で大般若経を念じて雨を祈らせ、⑥又、聖家には護国寺で雨を祈らせる。⑦又、久米村大夫には役人七人を率いて竜王殿・天尊廟に三日 潔斎し籠って雨乞いの祈り させる（その際 初日と最後の日 三司官以下七人が竜王殿に参拝 久米村・那覇の役人と一緒になっ 御拝を行う） 。⑧又、雨乞い 最初の日は、久米村・那覇の役人が一人ずつと役人達で二隊を編成し、その内の一隊は親方が役人 引率して 竜王像を 舟に乗せて豊見城に行き雨乞いの祈りをさせ、もう一隊は三司官が役人を引率して、天尊廟に参拝し雨乞いの祈り させる。⑨又、泊村の役人、祝部、地方の役人も 日間 雨乞いの祈りをさせる（その際、紫冠の者は黄冠 、紅冠は冠を着けず、ただ朝衣のみを着る。雨乞いの間 都鄙 問わず 屠宰を禁止ず）という命を伝
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えた、というものである。これにより、琉球王府の雨乞い儀礼は多方面にわたって行われていることが分かる。
　
〈Ⅱ． 『琉球国由来記』の雨乞い関連記事〉　『琉球国由来記』に記載された雨乞い関連記事は、巻ごとに断片的に記されている。それをやや簡略してまとめ一覧すると、以下のようになる。巻二
　
官爵列品
①
92御唄
　
職事、謡
下（途中省略）雨乞之時、御座且御庭、同雨乞、知念斎場・玉城雨粒・雨乞之御嶽・
弁之御嶽行幸之時、御唄
上也
巻五
　
城中御嶽併首里中御嶽年中祭祀
②
13アカタ御ヂヤウノ御嶽（前半省略）右、御火鉢、並嶽々、旱ニ雩之時、三平等大阿武志良礼、御
崇也＊
4御内原ノマモノ内ノ御嶽から
13アカタ御ヂヤウノ御嶽までの御嶽・御イベにかかる記事と理解
される
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③
17聞得大君御殿御火鉢御前
　（前半省略）雨乞ノ御崇、供物、日和廻ニ同前。
④
18（真和志之平等）火神御前
　
真壁殿内（前半省略）旱ニ雨乞ノ時、 （途中省略）火神御前有
二御願
一
也（三平等同断也）
⑤
35雨乞ノ嶽
　
此嶽、大旱之時、為
レ雩、
　
聖上、有
二行幸
一也。其時御崇者、三平等大阿武志良礼・首
里根神阿武志良礼也
⑥
36冕大嶽
　
37同小嶽ノ御イベ
　
旱之時、 為
レ雩、
　
聖上、 有
二行幸
一也。且、
　
及
二大旱之時
一、 雩ニ、 知念・
玉城行幸ノ時、三日前、御参詣有
レ之也
巻七
　
泊由来記・泊之大阿母由来之事・大阿母年中公事
⑦
3大阿母年中公事
　（前半省略）雨乞ノ時、ノロ殿内火神ノ御前幷オシアゲ森・ヤカン森・オタセ森、
御タカベ。御香・御花・御五水 自
二公事
一出也） 。御拝人数、大阿母・作事アム・泊村赤頭ヨリ以下、
女房子供、出合為
二雨乞
一也
巻十二
　
各処祭祀
⑧
4（真和志間切）識名巫火神
　（前半省略）且、旱魃之時、雨乞之有
二祈願
一也
＊同様の記事は、
9安次嶺之嶽、
14下国場里主所火神・
15下国場ノ嶽他、七ヶ所の真和志間切の
御嶽等の記事にある。
⑨
84（豊見城間切）ヒラヽス嶽
  大旱ニ雩ノ時、久米村爬龍舟ニ龍王乗セ、那覇里主・御物城ノ内一員、
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久米村長史一員、被
二差越
一、豊見城ノ城内真正面ニ龍王奉
二安置
一、 （途中省略）久米村役、豊見瀬嶽・
穂花嶽・ヒラヽス嶽 御焼香。那覇役人・久米村役人・両惣地頭
並
間切位衆・サバクリ、冠・朝服
ニテ御拝仕也附
　
両惣地頭ヨリ、持参ノ食籠馳走相済、龍王ニ水上ゲ、巫惣様雨乞仕也。次日ヨリ村々嶽々雨乞
仕リ、満散ノ日、珠数大アスメ（珠数浜ニ□アリ。古ヨリ崇来） 、間切中、巫・掟アム・位衆・サバクリ中相揃、御崇仕。鍋ニ潮汲、大アスメ カケ、保栄茂ノロ、鍋戴キ、七廻々リテ、雨乞仕也（以下省略）
巻十三
　
各処祭祀
⑩
310（知念間切）城内友利之嶽
　（前半省略）旱魃之時、為
二雩之御祈願
一、　
聖上有
二行幸
一、親行
二拝礼
一也
　
＊同様の記事は、
313（知念間切）サイハノ嶽・
331（知念間切）大川・
354（玉城間切）雨粒天次・
359（玉
城間切）アイハンタ嶽・
394（玉城間切）玉城巫火神の記事にある。
⑪
320（知念間切）知念巫火神（前半省略）旱魃之時、雩之有
二祈願
一也
＊同様の記事は、
321（知念間切）知念里主所火神
 ・
332（知念間切）当間之ヒヤ火神の記事にある。
巻十六
　
各処祭祀
⑫
24ワキリ川（但此川、海ニ有） ・
25ヲシアゲ川（但磯端ニ有）
　
雨乞ノ時祭所
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⑬
30（伊江島）白水浜御イベ（但磯端ニ有）雨乞ノ時、嶽々・ノロ火神・寺、タカベ仕リ、又此両所、
御拝仕リ、潮ニテ雨乞仕也
⑭
38（伊平屋島）泉井（ （前半省略）旱魃之時、女巫・掟神 女共召列、濬雨乞為
二祈願
一也）
⑮
90（伊平屋島）雨乞ノ事
　
伊是名城ノ上ニ有
レ之井川サライ、 雨乞ノ時、 ミセヾル（以下省略） 、 右同時、
伊是名ノロ火神御前ヘ アムガナシ・二カヤ田ノロ・掟神・根神・百姓女惣様相揃、ノダテ事（以下省略） 、雨長々不
レ降時、アムガナシ・二カヤ田ノロ・掟神・根神・百姓女惣、田ノ神ソノヒヤブ
ノ御イベノ御前ニ一夜籠ノ、ミセヾル（以下省略） 、右同時、山ヨリ出、浜ニテ雨乞ノ ミセヾル下省略）
　
巻十八
　
各処祭祀
⑯
23─
21座間味間切 〔旱年之時、 雨乞〕
　
稀ニ旱年之時ハ、 座間味・阿嘉、 ノロ火神ノ前ニ御花・御香祭奠、
ノロ・根神ニテ御タカベ。於
レ庭サバクリ中・頭々・百姓男女相揃、雨乞仕也（以下省略）
                                                   
　
＊同様の記事は、
67渡嘉敷間切〔旱魃ノ時雨乞〕の記事にある。
　『琉球国由来記』に記された雨乞い記事のうち、特に王府の雨乞い儀礼と直接関連する記事は、①から⑥までと、⑨⑩の記事だと考えられる。ほかは、地方で行われた雨乞い儀礼記事だと理解される。①はおもろ主取等が「御唄」 （オモロ）を謡う場面を記した記事で、 『球陽』記事ではみられない記事
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である。おもろ主取等が「御唄」を謡う場面は、 「御座且御庭」 （王城下庫裡と御庭） 、国王が行幸する「知念斎場・玉城雨粒・雨乞之御嶽・弁之御嶽」だと記している。②は、三平等之大あむしられが「御崇」 （オタカベ）を行う御城内の祭場を記した記事。前述した『球陽』１６３３では、 「王城御火鉢前並びに各嶽」とだけ記されていたが、 『琉球国由来記』では「各嶽」にあたる部分が巻五「４御内原ノマモノ内ノ御嶽」から「
13アカタ御ヂヤウノ御嶽」までの御城内の御嶽であると理解されるか。
また、 「御崇」は三平等之大あむしられによって行われることが分かる。③④は、 『球陽』１６３３とも対応するが、 『球陽』に記される役人の参拝の記述がない。⑤⑥は、 『球陽』１６３３にはみられない雨乞い儀礼である。⑤⑥の記事がいずれも「大旱之時」とあるよ に、これが通例の雨乞い儀礼では効果がなく、レベルをあげた雨乞い儀礼であることが推測される。また、 「雨乞ノ嶽」の儀礼には、首里根神あむしられも参加することが分か ⑨は久米村人、那覇役人等がかかわる い儀礼で、『球陽』１６３３にもでる。 『球陽』との違いをいえば、 『琉球国由来記』には豊見城の具体的な御嶽が記されているが、竜王殿・天尊廟での雨乞い儀礼の様子等は記されていない。⑨の「附」は久米村人、那覇役人等がかかわる雨乞い儀礼とは別に、 ロ を中心とする豊見城の雨乞い儀礼であり興味深い。ノロ等の雨乞 は、村落の雨乞いに繋がる儀礼であり、ここに王府の雨乞 儀礼と村落の雨乞い儀礼の不連続が垣間見られる貴重な記事である。⑩は知念間切城内友利之嶽、サイハノ嶽、大川、玉城間切雨粒天次、アイハンタ嶽で国王行幸による雨乞い を記した記事であ 。この記事も『
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陽』１６３３には記されていない。これも、⑥の記事を参考にすれば、弁ヶ嶽・雨乞嶽での国王行幸による雨乞い儀礼よりも、一段と深刻になった旱魃 もとに行われた雨乞い儀礼であることが想像される。〈Ⅲ．尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」の雨乞い記事〉　尚家文書（那覇市歴史博物館所蔵）には、 「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」と題される文書がある。
「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」は、 国王の行幸があったとされる斎場御嶽（知念間切）や雨粒天次（玉城間切）での雨乞い儀礼の記事はないが、前述した『球陽』や『琉球国由来記』 雨乞い記事を具体的に記載しており、貴重である。さらには、雨乞い儀礼におけるおもろ主取等による神歌が謡われる場も具体的に記しており、オモロを理解す 上で重要である。この尚家文書の「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」 ついては、山里純一の報告「 「雨乞日記」第四七五号につ て」 、 「 「雨乞日 」第四七六号について」 、 「 「雨乞日記」第四七八号について」 「 「雨乞日記」第四七九号について 、 「 「雨乞御代参日記」第四八○号に 」があり、解題と翻刻がされている
（９）
。
　「雨乞日記」第四七五号は、 「道光十二年壬辰
　
日本天保三年」 （一八三二）八月六日から八日まで
の日記、同第四七六号は、 「咸豊拾年庚申
　
日本万延元年」 （一八六○）の十一月三日から五日までの
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日記、同第四七七号は、 「同治十二年癸酉七月」 （一八七三）の七月十八日より二十日日までの日記、同第四七八号は、 「同治十二年癸酉閏六月
　
日本明治六年」 （一八七三） 「二月両度」にわたって行わ
れた雨乞い儀礼の「結願」日記（内題「酉二月雨乞御結願日記」 ） 、同第四七九号は、 「同治二年癸亥六月吉日
　
日本文久三年」 （一八六三）に行われた「結願」日記で、前年の七月・八月に行われた雨
乞い儀礼の「結願」日記（内題 戌七月同八月雨乞御結願日記」 ）である。第四八○号は「雨乞御代参日記」 （内題「雨乞御代参公事
　
下庫理」 ）と題される文書で、 「道光二十年」 （一八四○）に弁ヶ嶽、
雨乞嶽等で行われた雨乞い儀礼の日記である。これは国王の行幸を前提としているために、 「雨乞御代参日記」となっているのか
）（1
（
。第四八○号が記す「道光二十年」の国王行幸による雨乞い儀礼が、何
故代参になったのかは不明である。なお、 第四八○号には 「 之御嶽御座構之図」 があり貴重である。　『球陽』の記事との関連をいえば、第四七六号が尚泰王十三年（一八六○）２０９０の記事と対応していると思われる。しかし、第四七六号は 期間が十一 三日から五日の三 間であるのに対して、 『球陽』は七月二十五日から二十七日の三 間とあり期間が異なっている。ただし、第四七六号には 「前以雨降御取止相成候事」 と朱書きされており、 中止になった雨乞い記事である。そのため 、
『球陽』は七月の儀礼だけを記載したと考えられるが、 それにしても第四七六号の記事が「一此程然々雨降不申、諸物作り時節を後可申与奉存候間、先例之通 乞被仰付度旨、日撰書取添（以下、省略） 」としか記しておらず、 『球陽』が記す七月の雨乞いをまったく記していない。十一月 計画された雨
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乞いが、七月に行われた雨乞いと連動しないのであれば理解できるが、そうでなければ第四七六号の記事にそれが記されてもよさそうである。 かし、その記載がない。また 七月の雨乞いを実施しても効果があらわれないために行われた雨乞いであるなら、レベルをあげた雨乞い儀礼に ってよさそうであるが、 「先例之通雨乞」とあり正確にいえば『球陽』記事と第四七六号の記事との合理的な理解が難しい。第四七九号は、 『球陽』 尚泰王十六年 （一八六三） ２１４９の記事と対応する。ただし、 『球陽』には「結願」の儀礼がいつ行われたのか記されて ないが、第四七九号にはそれが六月十八日午之時であることが記されている。興味深い点は、 『球陽』２１４８の記事にはこの年の十二月五日から七日にかけて雨乞いを行ったが効果があらわれず、再び二 二日から二十 日にわたって雨乞いを行ったことが記されていることである。王府はこの時期には、立願と結願と う雨乞い儀礼を幾度も行ってい のである。 『球陽』に 載される雨乞 記事 特に尚泰王元 四八 から尚泰王十六年（一八六三）まで、毎年のように雨 あった とは前述し が、立願をすれば原則として結願を行うわけで、王府は一年の内に幾度も にかか る儀礼を行って たこと 想像される。　
第四七七号・第四七八号と『球陽』２２６６・２２６７・２２６８の記事との対応は、まさにそれを
示す。第四七七号は『球陽』２２６８「本年、 七月・十月・十一月の三次雩す」 記されるうちの「七月」の雨乞い儀礼と対応する日記 ある。 『球陽』からは、この年に三度も いが行われたと うことになる。その一度目の「雨乞 」が、第四七七号である そして、第四七八号は『球陽』２２６７
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と対応する日記である。これは閏六月に行われた結願儀礼の記事であるが、 『球陽』２２６６の記事によれば、この年の二月に二度（二月三日から五日と二十五日から二十七日）行われた雨乞い祈願に対する結願にあた 記事 つまりは、一八七三年は少なくとも二月に二度と七月・十月・十一月に雨乞い儀礼が り、閏六月に結願儀礼があったというこ に る。 『球陽』には立願に対応する結願儀礼をいちいち記していないと思われるが、王府が行った雨乞い は、年によっては幾度も行われていたのではな か。なお 第四八○号が記す国 代参による 対応する『球陽』記事は、見あたらない。　
尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」のうち、近世期末期の王府の雨乞い儀礼の当日の様子が
具体的に分かるのは、第四七七号「雨乞日記」と第四八○号「雨乞御 日記」である。第四七七号は、大きく前半と後半の二つからなる日記であ 。前半は、雨乞い儀式が行われる御城・聞得大君御殿・首里殿内・真壁殿内・儀保殿内・龍王堂・天尊堂で 儀式前日までの準備を記した記事、後半は儀式が行われる場所の当日の式次第が書かれた資料 後 の一つ目は 「御城ニ而啓健（初日）より満散（最終日）迄三日共、御規式之次第」 、二つ目は「聞得大君御殿・首里殿内・真壁殿内・儀輔殿内ニ而啓健より満散 御規式之次第」 、 三つ目は「龍王堂・天尊堂御勤之次第」である。 「雨乞御代参日記」は、これも大きく二つからなり、 「弁之御嶽、雨乞之御嶽参詣 名代并御城・聞得大君御殿・そのひやふ・首里殿内・真壁殿内・儀輔殿内・龍王堂・天尊堂ニ而雨乞付、前日之公事」と
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同「当日之公事」である。第四七七号との関係をいえば、 「雨乞御代参日記」の「弁之御嶽、雨乞之御嶽」 、あるいは「そのひやふ」や「魚小堀爬龍舟」の儀礼は、第四七七号には記されていない。詳細は資料に実際にあたっていただくとして、三平等之大あむしられた等の神女やおもろ主取等に焦点をあてて、式の概要を箇条書き的に記す。御城 聞得大君御殿 については、 「雨乞御代参日記」の記事も一部補いながら示す。 また、 弁ヶ嶽、 雨乞嶽、 そのひゃぶ嶽や魚小堀爬龍舟の雨乞い儀礼は、 「雨乞御代参日記」によって 示す。ただし、不分明な箇所があり、推測によって記した部分がある。　
はじめに、第四七七号の「御城ニ而啓健より満散迄三日共、御規式之次第」によって、首里城での
雨乞い儀礼の概要を示す。（ア）午前十時頃に三平等之大あむしられたが、御内原御火鉢之御前でのオタカベを終えると、それを御近習から詰之当を通して御拝人数（儀式の参加者）に伝達す 御拝人数は、御庭に出て立御拝を一度、座って四つ御拝 一度、三十三拝を一度、また四つ御拝を一度、三十三拝を一度して、立居之九拝を一度した後、 下庫裡に控える。附、 この時 御拝人数が御拝を終えたことを、 中門（淑順門）に詰めている下庫裡の筑登之たが神女に伝えると、三平等之大あむしられたは御内原から出て行く。（イ）三平等之大あむしられたが御内原を出て御当蔵（北殿の北西にある建物）へ移動すると、御拝人数も御当蔵に行く。大あむしられがオタカベ 済ませると 御拝人数は四つ御拝 三十三拝 立居
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之九拝を行う。それより、三平等之大あむしられたは御城内拾御前（御嶽イベ。 『琉球国由来記』巻五の「
4御内原ノマモノ内ノ御嶽」から「
13アカタ御ヂヤウノ御嶽」を指すか）と、そのひやぶ嶽・
国中城、合わせて十四の御前でオタカベを済ませ、そのまま聞得大君御殿に向かう。（ウ）一方、 御拝人数は親方部以下勢頭座敷までは下庫裡（首里城一階）に戻り御座に着座、 黄冠以下、筑登之座敷までは石ていし（首里城基壇）に着座、神歌親雲上四人 南側、同勢頭部四人は北側に左右の当之座の後、五 い（向拝）に一並びに向かって座る。（エ）親方部以下、勢頭座敷者へは小赤頭の給仕により御酒が下され、それが済むと、左右の勢頭（下庫裡勢頭）二人が石ていしに移動して、錫足の杯により石ていしにいる者へ大通りが下される。それが済み、左右の勢頭 元 座に戻ると、親方部以下へ御茶が下される。附、この時、下庫裡の御座に座る筆頭の親方に御酒が下される際 神歌が始まる（オ）下庫裡の儀式が済むと、 親方部以下は、 御庭の左右に敷かれた御拝筵に立って立御拝を一度する。神歌を謡う者は浮道に敷かれた筵に神歌親雲上が前に、同勢頭部が後ろ 並ぶと、親方部以下は四つ御拝をする。それが済むと、神歌が始まる。（カ）神歌が始まると、すぐに勢頭が二人左右から出てきて、 に前もって準備されていた水桶の元に行くと、御拝人数は御拝筵の上方に並び、二人の勢頭が雨乞歌を謡いながら、御拝人数に竹の葉で水をかける。御拝人数も、雨乞歌を謡う
）（（
（
。附、この時、神歌親雲上等は勢頭の雨乞歌と水掛けが終
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わるまで、途切れることなく神歌を謡う。（キ）その雨乞歌は、以下である。一龍王かなし雨たはふれ
　
雨降て五穀やしなやうれ
　
雨たはふれ龍王かなし
　
　（龍王加那志雨を下さい
　
雨が降って五穀を育てて下さい
　
雨を下さい龍王加那志）
一龍王かなし雨たはふれ
　
雨降てふさつやしな うれ
　
かみしも揃とて願やへむ
　（龍王加那志雨を下さい
　
雨が降って稲を育 て下さい
　
国中が揃って願いましょう）
　
それが済むと、座頭の親方は詰之当の取り次ぎで首尾を国王に言上する。附、三日とも同じである。
当や当日の三司官への首尾の報告は、勢頭が行う。（ク）神歌親雲上と神歌勢頭部に御酒が下されるについては、神歌親雲上へは当から勢頭へ申し渡し、神歌勢頭部へは勢頭から筑登之へ申し渡 て 神歌親雲上は南の詰め座で花当の酌にて下され、同勢頭部は同廊下で家来赤 の提子の御酒にて下される。　
次に第四七七号の「聞得大君御殿・首里殿内・真壁殿内・儀輔殿内ニ而啓健より満散迄三日共、御
規式之次第」によって、聞得大君御殿と三平等殿内の雨乞い儀礼の概要を示す。（ケ）聞得大君御殿への御拝人数は、親方、座敷、当、勢頭、親雲上た、里之子た、筑登之たの七人を一組として三組、合わせて二十一人で構成する。朝衣冠の正装で儀式に参加する 聞得大君御殿に
127 琉球王府の雨乞い儀礼
参上すると、御拝人数が揃ったことを勢頭から聞得大君御殿の御座敷御物大親に伝え、御物大親からあくしたれ（聞得大君御殿の女大親か、あるいは火鉢あむしたれ ことか）が取り次ぎ、聞得大君に尊聞する。附、これは三日とも同じである。（コ）三平等之大あむしられ、掟之あむしられ、佐事之あむしられ等（以上、神女）が、御城内拾御前とそのひゃぶ嶽・国中城でオタカベを済ませ、聞得大君御殿に参上して、総ての人数が揃うと、聞得大君御殿 御物大親に伝え、それをあむしたれ（ くしたれに同じか）が取り次いで、聞得大君に申し上げる。（サ）三平等之大あむしられ等が、聞得大君御殿の御すじ之御前、御火鉢之御前でのオタカベを済ませると、聞得大君御殿の御庭での勤めがあること が御物大親に伝え、それを勢頭に伝えると、すぐに御拝人数は御庭に出て、それぞれ位階に応じて御庭の左右に別れて着座する。御取次親雲上から御 じ之 前へ焼香をする御拝 伝えられる 、年長 方が焼香台の前に立ち、香五本を灯す。親方が元の座に戻ると、他の参加者は四つ御拝、三十三拝、立居之九拝を行う。（シ）次に、御取次親雲上から御火鉢之御前へ焼香をする御拝の勤めが伝えられると 最前の様に年長の親方が焼香台の前に立ち、御香五本を灯して焼香すると 他の参加者は四つ御拝 三十三 、立居之九拝を行う。（ス）やがて、神女等がクェーナを謡い終えると、三平等之大あむしられ、掟之あむしられ、佐事之
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あむしられは聞得大君御殿の真正面の階段から御庭に下り、首里、儀保の大あむしられは西側に真壁大あむしられは東側に、水桶の元、浮道に向かって立つ。（セ）この時、御拝人数も一同立ち、掟之あむしられから勢頭に鼓を一つ渡され、左右の大あむしられ（首里 と儀保大あむしられか）が竹の葉により儀式の参加者に水を三度掛け退くと、勢頭一人が御中門前の浮道に立って鼓を「壱ツ拍子」で打つ。御拝人数は一人ずつ左右の水桶の元に行き、 勢頭がその水桶の元にそれぞれいて、 雨乞歌の音頭取りをしながら水を掛ける。御拝人数も「請次之雨乞歌」を三回謡い、それが済むと退出する。続いて、三平等之大あむしられ 掟之あむしられ、佐事之あむしられも退出する。附、 御番取上座（聞得大君御殿の部屋 ）で 拝人数と入れ替わって、神女等も御殿を退出する。附、これは三日 も、同じである。（ソ）雨乞歌は、御城のものと同じである。（タ）聞得大君御殿の 庭での着座については 聞得大君御殿御願公事帳に詳しく見える。（チ）聞得大君御殿での儀式が終わる 、御拝人数は三人の親方部を中心にして、七人一組の三つのグループに分かれて、首里殿内、真壁殿内、儀保殿内に参上する。そこで そ ぞれ 大あむし れがオタカベをした後、御拝人数も四つ御拝、 十三拝 立居之九拝を行う。親方部は 登城して首尾の報告を当が取り次いで国王に行う。附 こ は三日とも同じである。当や当日の三司官へ 報告は、勢頭が行う。
129 琉球王府の雨乞い儀礼
　
次に第四八○号「雨乞御代参日記」から弁ヶ嶽、雨乞嶽、そのひゃぶ嶽、魚小堀（龍潭）での当日
の雨乞い儀礼の概要を示す。（ツ）国王の名代が午前八時に弁ヶ御嶽に到着すると、大嶽、小嶽、さやは表（ 「斎場御嶽望御祭所」 ）で三平等之大あむしられたのオタカベがあり、それが済んだことを勢頭に伝えると、勢頭は名代と召し付きの親方を 嶽、小嶽、さやは表に案内して 名代、召し付きの親方等は、四つ御拝、三十三拝、立居之九拝をする。その後、雨乞御嶽に出発する時刻が知らされる。（テ）附、大嶽、小嶽、さやは表での三平等之大あむしられのオタカベの時と名代の御拝の時は、神歌が謡われる。（ト）附、御座構と御備は、正月、五月、九月の御参詣、御代参の時と同じである。（ナ）附、名代をはじめ 人数の親雲上までは、黄 巻と朝衣、赤八巻の者は朝衣だけで参加する。（ニ）附、弁ヶ嶽から雨乞嶽までの道筋は 継世門前から崎山嶽の道を使う。（ヌ）名代が雨乞嶽に到着する 、王子衆 按司衆 三司官、三司官座敷、親方部等が御嶽の前 迎え一礼する。附、この時は、王子衆以下親雲上までは黄八巻と朝衣、赤八巻の者は朝衣だけで参加する。（ネ）名代が桟敷に着座すると、他の者も一礼して着座する。（ノ）三平等之大あむしられがオタカベをし、それが済んだことを勢頭が名代に伝え、勢頭は名代
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に御拝の案内をする。御拝人数の御拝が終わると、大あむしられによって水桶から竹の葉による水掛け儀礼があり終了する。（ハ）附、御拝の次第は、弁ヶ嶽と同じである。（ヒ）附、三平等之大あむしられによるオタカベ、名代をはじめとする御拝人数の御拝と水掛け儀礼までは、神歌が謡われる。（フ）それが済むと、名代から吟味役までは桟敷に着座し御酒・御茶が下され 。座敷以下の者は御通が下される。（ヘ）附、御酒と御茶が下される際も、神歌が謡われる。（ホ）附、王子衆、按司衆にお酒 御茶が下される時 当が給仕する。三司官以下、吟味役までに御酒、御茶が下される時は里之子たが給仕する。小赤頭座敷以下、勢頭座敷までには覆輪の杯で、黄冠以下は錫足の杯で、里之子たの給仕で大通を（マ）雨乞嶽での儀式が終わり 名代が御城に帰 は王子衆以下は、名代を迎えた時と同様の礼儀をする。附、名代を送る礼儀が終わると 御城、そのひゃぶ嶽、聞得大君 殿での儀式 参加しない者は帰宅する。（ミ） 名代は継世門から美福門を通って登城し、 下庫裡当が取り次いで弁ヶ嶽 雨乞嶽 の儀式が終わった首尾を報告する。附、この時は、引鞭と羽御鑓は美福門の外まで、勢頭、筑登之たは廊下の前まで
131 琉球王府の雨乞い儀礼
の先導を勤める。（ム）雨乞嶽での儀式が終わると、親方部を頭にして二十一人が御城、別の二十一人が聞得大君御殿、七人がそ ひゃぶ嶽に参り、儀式をする。（メ）そのひゃぶ嶽では初日と中日は朝 晩に、三日目は朝に一度のオタカベがあり、親方部を頭にして七人が四つ御拝、三十三拝、立居之九拝をして、すぐに魚小堀の爬龍舟に乗る。（モ）その際は、 初日と中日の晩の勤めが済む 親方は登城して当が取り次いで首尾を報告する。附、最後の日については、朝の勤めが済んだ時に同様に首尾の報告をする。（ヤ）魚小堀の爬龍舟漕ぎ 儀式の際は、雨乞歌を謡い鐘を打つ。漕ぎ手 親雲上、里之子、筑登之座敷で、冠を着けず朝衣だけを着る。（ユ）初日から最終日まで三日間 三平等之大あむしられは、そのひゃぶ嶽でオタカベをする。それが済むとそのまま登城し、御内原御火鉢之御前でオタカベをする。それが終わると終了の連絡が近習から詰之当に伝えられ、詰之当は御拝人数の役人達に伝えると、御拝人数は御庭に出て、御拝筵で立居之御拝を一度、座って四つ御拝を一度、三十三拝を一度、又四つ御拝を一度、三十三拝を一度、立居之九拝を一度して 下庫裡に控える。これ以下 前述した御城の儀式（ウ）から（キ）とほぼ同じ展開になる。（ヨ）初日と中日の爬龍舟漕ぎの儀式の際は、おもろ主取等は下庫裡と御庭で神 う。
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（ラ）おもろ主取等に御酒が下されるのは、 （ク）と同じ。（リ）三平等之大あむしられは、それぞれ殿内でのオタカベが済むと、そのひゃぶ嶽で晩のオタカベをする。（ル）聞得大君御殿の雨乞い儀礼は、 （ケ）から（チ）と同じ。　
以上、尚家文書の「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」に記された近世末期の琉球王府の雨乞い儀礼の
概要を、 （ア）から（ル）にわたって示した。これらは、三平等之大あむしられ等の神女やおもろ主取等に焦点をあててまとめており、那覇で行われた龍王堂・天尊堂での雨乞い儀礼を除いている。以下、 （ア）から（ル）を整理すると、次のようになる。　
三平等之大あむしられ等の神女やおもろ主取等がかかわる琉球王府の通例の雨乞い儀礼は、首里城
での儀礼から始まる。まず、午前十時頃から三平等之大あむしられ等による御内原 御火鉢之御前で行われるオタカベがあり、それと連動していると思 れる御拝人数（官人）の御庭での御拝がある。次に、御内原から出てきた神女は、西之御当蔵でオタカベをする。御拝人数も、その後御拝をする。神女は、その後、京の内等に 城内の十の 嶽 城外にあるそのひゃぶ御嶽と国中城、合わせて十四箇所でのオタカベをして、真っ直ぐ聞得大君御殿に向かう。一方、御拝人数は御城正殿の一階下庫裡と御庭 儀式を行う。下庫裡での儀式で御酒が下され 時に、神歌（オモロ）がおもろ主取
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等によって謡われる。御庭の儀式でも、神歌が謡われる。御庭では下庫裡の勢頭が水桶に入れた水を竹の葉 、御拝人数に掛ける儀式を行う。その際には、勢頭は雨乞い歌を謡う。この場面では、おもろ主取等の神歌と下庫裡の勢頭 雨乞い歌が並行して謡われる。　
聞得大君御殿の儀式は、城内・城外十四箇所でのオタカベをしてきた神女と、御城から来た御拝人
数二十一人が揃うと儀式が始まる。御拝人数は七人一組の三グループで、これらが御城の儀式を済ませた後に来た御拝人数であるのか 城で 儀式に参加しない別の御拝人数であるのか不明である。聞得大君御殿の儀式でも、神女による御殿の すじ之御前と御火鉢之御前でのオタカベの後、御拝人数の御拝がある。次に、神女によるクェーナが謡われる。その後、御殿の 庭 儀式がある。神女と御拝人数は一同立ち、掟之あむしられから勢頭に鼓を一つわたされ 庭に置かれた二つの水桶から竹の葉で二人の むしられから三度の水掛けの儀式がある。次に、勢頭 鼓を「壱ツ拍子」で打ち、別の二人の勢頭が御拝人数に雨乞い歌を謡いながら水掛け 行う 時 拝人数は「請次之雨乞歌」を謡う。 「壱ツ拍子」の鼓が単に鼓を一度だけ打つということな か ある は特別な打ち方をするということか不明である。また 「請次之雨乞歌」も勢頭が謡う雨乞い歌を反復して謡うということなのか これも不明である。　
聞得大君御殿の儀式が終わると、三箇所の大あむしられの 内で同様の儀式を行う。御拝人数は七
人ずつ一組に分かれて、それぞれの殿内に赴き儀式に参加する。殿内と御拝人数との間 何ら の関
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連があることが想像されるが、これも不明である。注目されることは、聞得大君御殿・三殿内の儀式には、おもろ主取等は参加しないことである。したがって、聞得大君御殿・三殿内では神歌は謡われない。
　
　
次に、一段深刻になった「雨乞御代参日記」に記される雨乞い儀礼を以下に整理する。これは、 「御
代参日記」と記されるように、弁ヶ嶽と雨乞嶽への国王行幸（代参）による雨乞い儀礼である。　
この雨乞い儀礼は、まず弁ヶ嶽から始まり、次に雨乞嶽の儀式になる。それが終わると、御拝人数
は御城の儀式、聞得大君御殿の儀式、魚小堀での儀式に参加する者に分かれる（弁ヶ嶽と雨乞嶽の儀式だけに参加する者もいる） このことから、それらの儀礼は並行して行われると推測される。ただし、神女 弁ヶ嶽、雨乞嶽、そのひゃぶ嶽、御城 聞得大君御殿、大 むしられの三殿内の儀式、そのひゃぶ御嶽での一連の儀礼がある。少なくとも 神女は三隊に分かれる三殿内の儀式を除いて、共に行動しているように思われる。つまり 神女達の での儀式が終わらないと聞得大君御 で儀式は始まらな ことから、雨乞嶽の儀式を終えて聞得大君御殿に参加する御拝人数は、神女 城での を終えて聞得大君御殿に来るまで待っているとい になる。こ 点が、前述した通例の雨乞い儀礼と異なることになるのか。通例の雨乞 儀礼では、神女の城内外十四御前の儀礼と御拝人数の御城下庫裡・御庭の儀礼が同時並行で行われ、その後の聞得大君御殿での儀礼は、神女と御城の儀礼に参加していた一部の御拝人数とが合流して行われる 理解されるのであるが、行幸（代 ）が
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ある雨乞い儀礼と異なるかたちになるのかどうか、疑問がないわけではない。つまりは、通例の雨乞い儀礼でも、御城下庫裡、御庭の儀礼に参加する御拝人数と聞得大君御殿の儀礼に参加する御拝人数とは、別であることも考えられ 。今後の課題であ 。それは もかくとして、弁ヶ嶽と雨乞嶽の行幸がある雨乞い儀礼は、大きくは通例の雨乞い儀礼 前に、弁ヶ嶽 雨乞嶽、そのひゃぶ御嶽と魚小堀での儀式等を付け加えたかたちの儀礼であると うことができる。　
弁ヶ嶽の儀礼は、午前十時頃から名代が弁ヶ嶽に到着した時から始まる。大嶽、小嶽、さやは表で
の三平等之大あむしられ等のオタカベの後、名代、召し付きの親方等の御拝がある。神女のオタカベと名代等の御拝の際は、おもろ主取等によって神歌が謡われる。それが終わると雨乞嶽へ赴き、王子衆等の迎えの礼儀の後、三平等之大あむしられ等のオタカベ、名代等 御拝があり 大 むしられ等による水桶から 水掛け儀礼がある。オタカベから御拝 水掛けまで 儀礼 間はおもろ主取等による神歌がある。また、その後、桟敷において御拝人数に御酒が下され が、 の間も神歌が謡われる。　
雨乞嶽での儀礼が終わると、名代と王子衆等との間で礼儀が交わされ御城へ戻る。御拝人数は、御
城の儀礼に参加す 者二十一人、聞得大君御殿の に参加する者二十一人、そのひゃぶ御嶽の儀礼に参加する者七人 分かれる。また 魚小堀では爬龍舟漕ぎの儀式があり、雨乞歌を謡い鐘を打つ。初日と中日 龍舟漕ぎが行わ ている間 おもろ主取 は御城の御庭において神歌を謡う。一方、神女等はそのひゃぶ嶽でのオタカベをした後 まま登城して 内原 火鉢之 前でオタカベをし、
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その後通例の儀式の通り、城内城外の十四箇所の御嶽でのオタカベをして、聞得大君御殿での儀礼、三隊に別れて行われる三殿内での儀礼をした後、三人の大あむしられが合流して、そのひゃぶ嶽での晩のオタカベをして終わ 。　
王府の雨乞い儀礼で謡われる（唱えられる）ウタは、神女が担うオタカベとクェーナ、おもろ主取
等のオモロ、勢頭の雨乞歌ということになる。神女は聞得大君御殿（あるいは、三殿内でもクェーナを謡うか）でクェーナを謡うものの、専らオタカベの担い手であり、おもろ主取等は専らオモロだけを謡う。雨乞い儀礼で重要なウタであると思われる雨乞歌は、下庫裡の勢頭等によって謡われていることは興味深い。以下では、雨乞い儀礼で謡われたと考えられるオモロを中心に、雨乞い儀礼で唱え、謡われたウタにつ て考察していく。〈Ⅳ．琉球王府の雨乞い儀礼のウタ─雨乞い歌・オタカベ・オモロ─〉雨乞い歌
　　
　
紹介したように第四七七号「雨乞日記」には、下庫裡の勢頭が う雨乞歌が記されている。一方、
神女のオタカベやおもろ主取等のオモロは記されていない。これは「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」の基本的な性格が、儀典官である当方の日記・公事であることを物語ってい 。雨乞歌は、御 の御
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庭で行われる水掛け儀礼、および聞得大君御殿の御庭で行われる水掛け儀礼において、下庫裡の勢頭によって謡 。また、魚小堀（龍潭池）で行われた爬龍舟漕ぎの儀式では、鐘が打たれて舟を漕ぎながら謡われる。その際、舟に乗る者が親雲上、里之子、筑登之座敷であることから勢頭が謡っているのか不明だが、当方の者が謡ったのではないか。御城御庭の儀式でははっきりしないが、少なくとも聞得大君御殿では鼓を伴って謡われ ことが分かる 聞得大君御殿の儀礼の後に行われる三殿内での儀礼においても、規模を小さくして聞得大君御殿と同様の儀礼が行われることから、水掛け儀礼の際に下庫裡の勢頭によって雨乞歌が謡われることが推測され その際にも、鼓が打たれたのではなかったか。第四七七号「雨乞日記」には、下庫裡から出された三殿内の準備を示した記事に「各村地頭宰領ニ而彼ノ殿内へ江参り大桶弐ツ水汲入させ雨乞相勤候様可被申渡候以上」とあり「附
　
鼓0
并
大桶0
弐ツ賦之村々より差出尤水汲入方茂可被申付候」とある。 「雨乞日記」はなにも記していないが、
御城、御殿、殿内に用意される水桶に入れられる は、それぞれ由緒がある泉・井戸から汲んで来るはずである。　
この雨乞歌には「龍王がなし」が謡われることが、特徴である。興味深いことは、 「雨乞日記」が
記す雨乞歌と似た詞章のウタが、八重山の雨乞 で 謡わ ていることである。喜舎場永珣の『八重山古謠』上に入った「雨乞チィジィ（登野城） 」 「士族の雨乞チィジィ」として以下の「雨乞チィジィ」が記されている
）（1
（
。
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一
　
竜王加那志
　
雨給ボリ
 
一
　
竜王様よ雨を下さい
　　
雨降ティ
　
五穀ユ
　
ヤシナヨリ
 
　　
雨が降って五穀 養って下さい
　　
雨給ボウリ竜王神
ガナシ
 
　　
雨を下さい竜王様
二
　
竜王加那志
　
雨給ボリ
 
二
　
竜王様よ を下さい
  　
雨降テ
　
御万人
　
養ヨリ
 
　　
雨が降って万人 養 下さい
  　
上下揃ユ ィ
　
願ヤビラ
 
　　
国中の者が揃って願います
三
　
雨ヌ主ヤ
　
タレヤラン
 
三
　
雨の主は誰でしょうか
　　
竜王薩埵ニ
　
告ゲ給エ
 
　　
竜王薩埵に聞いて下さい
　　
雨給ボウリ
　
神ガナシ
 
　　
雨を下さい竜王様
四
　
天川御嶽ヌ
　
神加那志
 
四
　
天川御嶽の神様
　
　　
八重山所ヌ
　
主サミ
 
　　
八重山所の主である
　　
雨給ボウ
　
神加那志
 
　　
雨を下さい神様
五
　
南海山ヌ
　
大権現
 
五
　
南海山の大権現（桃林寺）
　　
八重山所ヌ
　
主サミ
 
　　
八重山所の主である
　　
雨給ボウリ
　
大権現
   
　　
雨を下さい大権現
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この「雨乞チィジィ」は、瀬名波長宣『八重山小話─その自然と言語習俗─』 （沖縄春秋社、
一九八三年刊）に入る「雨のちぢ
　
石垣島登野城村」の「 （１）男衆の歌うもの」と歌詞の順番が若
干異なるが同じウタだと思われる。 「龍王がなし」の語が、他に三首ある「女衆の歌う」歌に出ないことは興味深い
）（1
（
。 「龍王がなし」は、他の八重山の雨乞いウタにもほとんど見あたらない語である。
それを考えると、おそらくは登野城の「雨乞チィジィ」は、王府の雨乞い儀礼で下庫裡の勢頭が謡った雨乞歌が、八重山の士族の雨乞歌として取り入れられて謡われたと想像される。喜舎場永珣「雨乞い行事に関する覚書」によれば
）（1
（
、度重なる雨乞いをしても効果があがらない時は、第六回目の「龍宮
祭（一名キタチケの祭り） 大祭事を挙行する」という。 「最後の権現堂への大雨乞いの大行列」は「大傘チュウユイ（ウランサン）─在番─検見御使者─在番筆者（二人、並列）─頭（三人、年齢順）─医者─首里大屋子─横目─与人─目差─（以下、省略） という具合に続くとある。これは 王府雨乞い儀礼でいえば、国王が行幸して執り行う弁ヶ嶽・雨乞嶽、あるいは斎場嶽・玉城天粒嶽のい儀礼に相当すると考えられる。石垣島の四箇（在番所がある中心部）の雨乞い儀礼い儀礼の影響を受けて ることが推測される。こ ことは、宮古島や久米島、ある は各間切 中心となった村 も、王府の影響を受けた儀礼が われていたことが考えら 。王府 雨乞い儀礼は、部分的だろうが地方にも広がっていた 思われる。
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オタカベ
　
　
前述したように、 「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」は基本的には当方の公事を中心とした日記ではあ
るが、大あむしられ等の神女の動きも一定程度、具体的に記してあり貴重である。ただそれにしても、神女が首里城内外の十四箇所の御前（イベ）でどのようなオタカベをしたのか、聞得大君御殿で謡うクェーナ どのようなウタであったのかは、記されていない。そもそも、十四箇所の御前を廻る神女は大あむしられや掟の 、佐事 あむしられの名が「雨乞日記」にはみえるが これだけの神女達だけなのだろうか。聞得大君御殿 儀式 記述に、 あくしたれ（あむしたれと同じか）や首里、真壁、儀保の の名もみえる。これらの神女達も、 部は首里城内外の十四箇所の御前を廻る一団に入っていたのではない いずれにしても、勢頭が謡う雨乞歌 記されていながら、神女のオタカベやクェーナが記されていないことと同様、 御拝人数の男性官人のメンバーは され いるが、儀礼に参加する神女の名は具体的に記されて ない。　「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」 はそのように神女の記載に制約があるが、 『琉球国由来記』 巻五─
35（前
述の『琉球国由来記』⑤の記事） 雨乞嶽での儀礼の際は、首里根 あむしられが参加することがされている。これは、 『女官御双紙』にも対応する記事があり、 『女官 双紙』 はそ 際のオタカベが記 の記載は、貴重である。 『 官御双紙』に 「雨乞 時、根神あむしられ 首里殿内へ参、首里大あむしられ相合 火 の御前へ御たかへ 意趣」がある
）（1
（
。
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一
　
旱ニ付、御火鉢かねの御せじ
 
旱に付き、首里殿内の御火鉢様のセヂ（霊力）と
　
二
　
雨乞の御嶽御いへつ さ（ ぢ）
 
雨乞の御嶽の御イベ司のセヂとが
 
三
　
あいことりめしよわちへ
 
相手になられ
四
　
つほことりめしよわちへ
 
つほこになられ（ 「つほこ」は対座の意か）
五
　
てんぢとをちへ
 
天てん
地ぢ
に通して
六
　
あめぢとをちへ
 
天あめ
地じ
〈雨地とも解される〉に通して
七
　
あめかくれたはうちへ
 
雨がお隠れなさったので
八
　
水かくれたはうちへ
 
水がお隠れなさったので
九
　
すじやいき しよわれ、てゝ
 
衆生（人々）を生かしなされ、と
　『女官御双紙』によれば、首里根神あむしられは、元来は久高親雲上の女子が首里大あむしられに就いていたが、ある時にそれに相応しい年齢の女子がいないということから、別の者が首里大あむしられに就任し、久高親雲上の女子は首里のろがまになり、その首里のろがまは、後に首里根神あむしられになったと う来歴が記されている。首里大あむしられ・首里根神あむしられが雨乞嶽での儀礼にかかわるのは、雨乞嶽 崎山村にある御嶽であり、ここが首里大あむしられが管轄する南風之平等
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にあることによる。ただし、正確にいえば、 『琉球国由来記』は根神あむしられが雨乞嶽の儀礼に首里大あむしられと共に参加しているように解されるが、 『女官御双紙』は根神あむしられが首里殿内に参上して、首里大あむしられと共にオタカベをするという記事である。 は、雨乞嶽の儀礼に参加したのかどうか。この記事が、聞得大君御殿の雨乞い儀礼が終わった後、大あむしられがそれぞれの三殿内に赴いて儀礼を行う場面を示しているのなら、その時点で根神あむしられが首里殿内に参上して雨乞い儀礼に参加していると理解される。 『琉球国由来記』と『女官御双紙』が記すところは、一致する か、しないのか。神女達の動きは、男性官人 動き以上に分かりにくい。　
少し細かいところに拘れば、聞得大君御殿の御庭での水掛けの際に、首里、儀保大あむしられは西
側に立ち、真壁大あむしられは東側に立つ。首里大あむ られと儀保大あむしられは水桶の側に立って、この二人が水掛けをすると推測される配置も気になる。大あむしられの動きをいえば、真壁大あむしられが東側に立つことで、他の二人の大 むしられ 対して優位な立ち位置 示 て るように理解される。それというのは、 『琉球国由来記』の叙述の形式 みる 、常に真壁 あむし れが管轄する真和志之平等、真和志間切を優位に置く形式をとっている らである。こ が、このような配置にあらわれてい と推測する。ただし、王権神話の根拠は沖縄本島南部の東側にあり、こ は首里大あむしられが管轄する。そのために、国王・聞得大君 知念玉城へ 行幸は、三人の大あむしられの内、首里大 むしられが随行する。三人の 儀保大あむしられの劣位ははっき する
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ものの、真壁大あむしられと首里大あむしられの優劣は場面によって捻れたかたちになっている
）（1
（
。そ
れを考えると、雨乞嶽での水掛けの配置は、聞得大君御殿の配置と、はたして同じ配置であるのか。前述したように 雨乞嶽は首里大あむしられの管轄下の村にある御嶽である。雨乞嶽は、首里大あむしられが優位にあ 配置になる可能性が考え る。　
それはともかくとして、 『女官御双紙』が記されるオタカベが、大あむしられ等が御城内外十四箇
所の御嶽、および聞得大君御殿の御すじ之御前・御火鉢之御前等で唱えられ オタカベのひとつの表現の型を示しているものであるのなら、貴重である。オタカベは、二人の神女がそこで唱える首里殿内の御火鉢 セヂを呼び、次に二人が管轄する雨乞嶽のセヂと一緒になって天
てん
地ぢ
・天
あめ
地じ
に願いを通し
て、雨が隠れて降らないことを訴え、万人を生かして下さい 訴えている。こ がひとつのの表現パターンならば、最初に祈願する御嶽 イベのセヂを唱え（一にあた 詞章） 、次に中心となる御嶽等のセヂを呼んで（二にあた 詞章） 、それらが一つになって天
てん
地ぢ
・天
あめ
地じ
に願いを通して（三
にあたる詞章） 、 雨が隠れて降らないこと 訴 （四にあたる詞章） 、 万人を生かし 下さいと訴える （五にあたる詞章）というかたちになる。御城内外十四箇所 オタカベでは、最初に祈る御内原御火鉢御前のセヂが二にあたる詞章かもし ない。 神女は多く 御嶽 廻ることか 、 表現パターンを持ってい と思われる。オタカベ ついてはこ 以上のことは分から いが 神女が聞得大君御殿で謡うクェーナを除いて、ウタを謡ってい ようである。謡ったクェーナは記されていなく分か
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らないが、当然、雨乞いを内容としていよう
）（1
（
。
オモロ
　
　
神歌（オモロ）は、首里城の御座（下庫裡）と御庭での儀礼で、国王行幸の雨乞い儀礼では、弁ヶ
嶽と雨乞嶽で謡われる。また、魚小堀での爬龍舟漕ぎの際にも御城の御庭で謡われる。オモロが聞得大君御殿（三殿内も）で、謡われないことは興味深い。　『おもろさうし』には、第二十二「公
みおやだいり
事おもろ御双
さうし
紙」の一五四六に「雨乞の時おもろ」が一首収
録されている。そのオモロは、以下である。第二十二─一五四六（重複、第七─三九一）一やどりこしらいや
　　　　　　　　　　
一やどりこしらい（神女）は
　
めず川
かわ
の
　
真ま
清さう
水ず
　
乞こ
ゑが
　
おわち
　　　
〔めず川の真清水を乞いにいらして〕
又杜
もり
のこしらいや
　　　　　　　　　　　
又杜のこしらいは
            
又みるや轟
とゞ
るきや
　　
又みるやに轟くもの
又かなや轟
とゞ
るきや
　　
又かなやに轟くもの
又按
あ
司ぢ
　
囃はや
す
　
鳴な
り清
きよ
ら
　
降お
るち
　　　　
又按司を囃す鳴り清ら（鼓 美称語）を降ろして
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又主
しよ
　
囃はや
す
　
なよす
　
捧さゝ
げて
　　　　　　
又主を囃すなよす（鼓の美称語）を捧げて
　
このオモロは第二十二にあり、 また前述したように『琉球国由来記』巻二「官爵列品」の「
92御唄」
にも、おもろ主取等の「職事」として「雨乞之時」に「御唄」が謡われることが記されている。このことから これが御城の御座と御庭の儀礼で、また、国王行幸の雨乞い儀礼では弁ヶ嶽と雨乞嶽で、さらには魚小堀での爬龍舟漕ぎの際に王城の御庭で謡われたオモロであると推測される。ただ気になることは、このオモロは水掛け儀礼で謡われる に相応しい内容であることである。オモロ 謡わる儀礼の場で水掛け儀礼があるのは、 御城の御庭と雨乞嶽の儀礼の場だけであり、 御城の下庫裡、 弁ヶ嶽では水掛け儀礼はない。また、聞得大君御殿では水掛け儀礼がありながら、オモロは ない。前述したように、尚家文書第四七七号「雨乞日記」には、神女がクェーナを謡った後、神女と御拝人数が一同、聞得大君御殿の御庭に立ち、掟あむしられから勢頭に鼓 一つ渡され、左右 大あむしられ（首里大あむしられと儀保大あむしられか）が竹 葉によって 御拝人数に三度水を掛ける。次に、勢頭一人が鼓を「壱ツ拍子」で打ち、左右の水桶の元にいる勢頭 、雨乞歌を謡いながら御拝人数に水掛けの儀式をすると記されている。　「鳴
な
り清
きよ
ら／なよす」は、まさにこの聞得大君御殿の御庭で打たれる鼓を想起させる。しかも、そ
の鼓は掟あむしられ（神女）から勢頭に渡 れたも であった。これは、オモロの第五節・第六節の
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「按
あ
司ぢ
　
囃はや
す
　
鳴な
り清
きよ
ら
　
降お
るち／主
しよ
　
囃はや
す
　
なよす
　
捧さゝ
げて」という表現と対応しているのではな
いか。すなわち、 「降
お
るち」 （降ろして）とあるように鼓の起源は始原的には異界にあり、それを神女
がさず り勢頭に「捧
さゝ
げて」打つというかたちをとっていると理解される。同様に、 「水桶」の「水」
も 「めず川
かわ
の
　
真ま
清さう
水ず
　
乞こ
ゑが
　
おわち」 というものであり、 神女 （ 「やどりこしらい／杜
もり
のこしらい」 ）
がもたらした水であり、そこには神話が背景にあると想像される。だからこそ、当初は「左右大あむしられ」が 竹の葉」で御拝人数 水をかけ、それを引き継ぐかたちで勢頭が御拝人数に水をかけるという展開になっている。つまりは、聞得大君御殿での水掛け儀礼は、神女による儀礼を男性官人である勢頭が模倣する（もどく）かたちで行われる儀礼であると理解される。　
そう考えれば、このオモロが第七─三九一と重複していることも理解できる。第七は「南
は
風ひ
のおも
ろ御双
さうし
紙」であり、 「南
は
風ひ
」は首里三平等の内の南風之平等を意味していると考えられる。ここを管
轄するのは、首里大あむしられである。第七は首里大あむしられがかかわるオモロ、ないしは首里大あむしられが管轄する地域にかかわるオモロを集めた巻だろうと考えられる
）（1
（
。先に述べたように、水
掛け儀礼が行われる雨乞嶽は首里崎山村に り、首里三平等の内の南風之平等 村である。本来は、第二十二の一五四六「雨乞の時おもろ」は、神女によって聞得大君御殿や雨乞嶽等の雨乞い儀礼の水掛け儀礼が行われる場面で謡われていたので な か　
そのように考えれば、以下に示す第一─一九（第三─一三七）は、雨乞い儀礼にお て聞得大君等
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よって首里城の御嶽の中で謡われたと考えられるのではないか。第一─一九（第三─一三七）あおりやへがふし一聞
きこゑ
得大君
ぎみ
ぎや
　　　　　　　　　　　
一聞得大君が
　
今け
日よ
　
降ふ
らす
　
雨あめ
や
　　　　　　　　　
今日降らせる雨は
　
きやの内
うちみや
庭に
　
金こがね
　
降ふ
り満
み
ちへて
　　　
〔首里城の内庭に黄金が降り満たすようだ〕
又鳴
と
響よ
む精
せ
高だか
子こ
が
　　　　　　　　　　
又鳴響む精高子が
　（今
け
日よ
　
降ふ
らす
　
雨あめ
や）
　　　　　　　　
（今日降らせる雨は）
又今
け
日お
の良
よ
かる日
ひ
に
　　　　　　 　　
又今日の良き日に
　
今け
日お
のきやがる日
ひ
に
　　　　　　　　　
今日の輝かしい日に
　「雨乞日記」等では、三平等の大あむしられ等は首里城「御内原御火鉢之御前」や「御当蔵」 「御城内拾御前」 等で専らオタカベを唱えることが記されているが、 オモロが盛んに謡われた古琉球期にあっては、首里城内の御嶽で聞得大君をはじめとする神女によって第一─一九（第三─一三七）のようなオモロが謡われていたと考えてもよいのではないか
）（1
（
。 「聞
きこ
得ゑ
大君
ぎみ
ぎや
　
今け
日よ
　
降ふ
らす
　
雨あめ
」という表
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現は、聞得大君が雨乞い儀礼によって降らした雨、あるいは水掛け儀礼によって散水された水を雨に見立てて謡っていると理解される。　
また、第七にもう一首雨乞いで謡われた可能性があるオモロがある。
第七─三八六くろさよこたりがふし一こはり肝
きも
寄よ
りや
　　　　　　　
一こはり肝寄りは（オモロを謡う）
　
吾あん
の肝
きも
寄よ
りや
　　　　　　　　　
吾の肝寄りは（オモロを謡う）
　
天てに
のてだ按
あぢ
司襲
おそ
い
　
守まぶ
ら
　　　　
〔天のてだ按司襲い（国王）を守ろう〕
又今
け
日お
の良
よ
かる日
ひ
に
　　 　　　
又今日の良き日に
　
今け
日お
のきやがる日
ひ
に
　　　　　　
今日の輝かしい日に
又首
しより
里
　
降ふ
る
　
雨あめ
や
　　　　
又首里城に降る雨は
　
孵す
で水
みづ
ど
　
降ふ
り居
よ
る
　　　　
孵で水が降っているのだ
又ぐすく
　
降ふ
る
　
雨あめ
や
　　
又グスクに降る雨は
　
若わかみづ
水ど
　
降ふ
り居
よ
る
　　　　　　
若水が降っているのだ
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　「こはり肝
きも
寄よ
り／吾
あん
の肝
きも
寄よ
り」は、オモロ歌唱者であると思われる。歌唱者が謡うオモロには、儀
礼の日を言祝ぐ「今
け
日お
の良
よ
かる日
ひ
／今
け
日お
のきやかる日
ひ
」という表現が比較的多くでる
）11
（
。第七─三八六
は、神女によって雨乞い儀礼を実習し願われた第七─三九一（のようなオモロ）を受けて、オモロ歌唱者が 降る雨 先取りし予祝して謡ったオモロと理解できないか。雨乞いによって降った（降るはずの）雨 旱魃 乾ききった国土を再生・回復させるという表現が、 「孵
す
で水
みづ
／若
わかみづ
水」であ
ると理解される。また、反復部の「天
てに
のてだ按
あぢ
司襲
おそ
い
　
守まぶ
ら」は、国土の再生はすなわち、王土の再
生、国王の守護だということになる。このオモロが雨乞嶽で謡われたオモロと連動するが故に、雨乞嶽がある南風之平等のオモロとして第七に位置していると解釈される。雨乞 によってもたらされる雨を「孵
す
で水
みづ
／若
わかみづ
水」としているのも、歌唱者らしい表現であると思われる
）1（
（
。これが、以上述べたオ
モロであるならば、神女のオモロ三九一 歌唱者の三八六とは、オモロの担い手である神女とオモロ歌唱者の二者の立ち位置が、よくあらわれているオモロとして注目される。そ は、神女オモロが乞い儀礼の実習（神話的な始原世界の再現）を謡 、歌唱者のオモロがそ を受けて、雨が降 ことを予祝することを謡うという表現をとるということであ 。つまりは、オモロが盛んに謡われた古琉球期においては、神女が謡う第七─三九一とオモロ歌唱者が謡う第七─三八六のような組み合 の雨乞いオモロが、二つの主要なオモロの担い手の表現であったのではないかと想像される。　
さらに、もう一首雨乞いで謡われたと考えられるオモロがある。第十八─一二六四（重複、第十七
150
─一二三四、第二十二─一五四一）である。第十八─一二六四（重複、第十七─一二三四、第二十二─一五四一）かつれんがいきやるかつれんがふし一天
あまつゞ
頂は
　
雨あめ
たもす
　
漏む
らね
　　　　　　
一天頂は雨さえも漏らないので
　
天あまつゞ
頂は
　
あいつまは
　
いきやかせ
　　　　
〔天頂にはあいつまには水を振りかけよ〕
又天
あまつゞ
頂は
　
くれたもす
　
漏む
らね
　　　　　
又天頂はくれさえも漏らないので
　
このオモロは第二十二─一五四一と重複し、一五四一には「玉城天
あまつゞ
頂にて」という詞書きが付く。
「天
あまつゞ
頂」は、玉城間切玉城村の玉城グスク城内にある御嶽「雨粒天次」のことで、 「神名」は「アガル
御イベツレル御イベ」 （ 『琉球国由来記』巻十 ） 。 「雨粒天次」は、アマツヅを漢字で「雨粒」 「天次」と表記したものか。 「粒」は「チィジ」 、 「頂」 「頂上」も「チィジ である（ 『沖縄語辞典』
）11
（） 。 『女官御
双紙』は、 「玉城の雨辻」という表記である。御嶽の「神名」が アガル御イベ」 「ツレル御イベ」となっているのは、御嶽 名が 雨粒天次」という対語表現であり、それに対応しているか。　
一五四一のひとつ前のオモロ（一五四○）には「玉城やふさつの御威部の御前 て」という詞書き
が、さらにもうひとつ前のオモロ（一五三九）には「知念大川ニ而御規式の御時」という詞書きが付
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く。つまり、一五四一の詞書き「玉城天
あまつゞ
頂にて」は、第二十二─一五二九に付く詞書き「知念久高行
幸之御時おもろ」のひとつに位置付けられた詞書きだと理解される。可能性としては、かつて行われていた「四月、稲ノミシキヨマ」の際に
あまつゞ
頂」で謡われたオモロとも解釈できる。しかし、ウ
タの内容から「玉城天
あまつゞ
頂」で行われたもうひとつの儀礼、国王行幸による雨乞い儀礼で謡われたオモ
ロと考えられる。第十八─一二六四は玉城間切 ある「雨粒天次」御嶽で謡われたオモロである故に、第十八「島
しま
中おもろ御双
さうし
紙」に入っているのである。第十八は前半が、沖縄本島南部の中央部地域の
大里間切（一二一九～一二五五） 、後半が玉城間切（一二五六～一二八○）のオモロが謡われている。一二六四は、第十八 後半部に位置するオモロである。第二十 ─一五四一との重複は、これが第二十二─一五二九から始まる国王の行幸歌に位置付けられたことによる
）11
（
。
　　
　
オモロの第一節・第二節の「天
あまつゞ
頂は
　
雨あめ
たもす
　
漏む
らね／天
あまつゞ
頂は
　
くれたもす
　
漏む
らね」は、前述
した『女官御双紙』に記されたオタカベの詞章「あめかくれたはうちへ、水かくれたはうちへ」と同じ内容の表現である。反復部の「あいつま」は、 「天
あまつゞ
頂」 （雨粒）の対語であり、不明ながら「天
あまつゞ
頂」
のイベ名のひとつかもしれない。同じく反復部の詞章「いきや せ」だが、 「あいつま」の用例がある第二十─一三三四に「黒
くろかわ
川の鎧
よろい
　
いきやかせ」とでる。他の用例はない。 『おもろさうし
　
辞典・
総索引』は「未詳語、 「輝かせ」の意らしい」としてい
）11
（
。これは第十九─一三二七に「きやがしよ
われ」 （輝かせ給え）があり、 それとの関連を想定 か。しかし、 「きやがしよわれ」は動詞〈き
152
やがす〉 、 「いきやかせ」は〈いきやかす〉という動詞が、 それぞれ想定される。 『おもろさうし
　
辞典・
総索引』がいう「未詳語、 「輝かせ」の意らしい」 するが、 「い」の説明に問題が残る。やはり、 「いきやかせ」 は未詳語だと うことになる。ただ、 これが雨乞いのオモロという理解から提示すれば、 『宮古伊良部方言辞典』にある ゃーらす
　
ひっくり返してこぼす」 、 「いきゃヴヴぁす
　
水などをぶっ
かぶせる。水をひっくり返してこぼす」 、 「いきゃヴす
　
水などをぶっかける。水をひっくり返してこ
ぼす。勢いよく注ぎかける
）11
（
」という語と関連するのではないか。 「天
あまつゞ
頂は
　
あいつまは
　
いきやかせ」
は、御嶽での雨乞い儀礼の具体的な行為を示した表現であろう。その行為は色々考えられるが、度々述べてきた勢い良く水を振りまく水掛け儀礼が考えられる。これは、雨乞 儀礼の中核をなす類感呪術による儀礼である。 「 きや せ」は、 そのような内容の語だと考え れる。 『宮古伊良部方言辞典』にある「いきゃーらす」 、 「 きゃヴヴぁす」 、 「いき ヴす」はまさにこ を考えさせるのに、相応しい語で 。なお、 『伊是名方言辞典』にあ 「いチャカン
　（水などが）かかる。かぶる
）11
（
」もこれに
関連する語かと思われる。
　
　
第十八─一二六四も雨乞いを謡ったオモロであり、これが第二十二に入ることからこれが雨乞い儀
礼の際におもろ主取等によって謡われた可能性がある。その儀礼の場は玉城間切雨粒天次ということであるが、国王が雨乞いの為に知念玉城に行幸す のは、弁ヶ嶽、雨乞嶽に行幸する 乞 儀礼でも効果が らわれない、さらにレベルが高くなっ 雨乞い儀礼であると考えられ 。 『琉球国由来記』
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の⑥の記事、あるいは『女官御双紙』中巻に「一、雨請の時、知念、玉城行幸の砌、三日前に冕の嶽へ被
レ為
レ遊
二行幸
一候」とある。 「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」に知念玉城行幸の雨乞い記事が出ない
のは、当時ここまで深刻な雨乞い儀礼をしなくてもよかったのか、あるいは国王行幸による雨乞い儀礼が避けられたのか。いずれにしても、 第十八─一二六四は「天
あまつゞ
頂」という地名が謡われることから、
このオモロ 玉城天次嶽で謡わ た のオモロということになる。しかし、このオモロは王城や弁ヶ嶽・雨乞嶽で謡われたオモロのひとつとは考えられな か。　
最初に紹介した「雨乞の時おもろ」第二十二─一五四六（重複、第七─三九一）が、王城や弁ヶ嶽・
雨乞嶽で謡われた あるならば、王城御座（下庫裡）や弁ヶ嶽では水掛け儀礼がなく オモロが謡う内容と儀礼の場は乖離していることになる。特に、儀礼が終わった後の御酒・御茶 下される際に、オモロが途切れることなく謡われ が附けたりで指示されていることから、神歌が雨乞い儀礼のバックコーラスのようになっていることが推測さ
）11
（
。それを考えると、一首のオモロだけが
繰り返し謡われたのか、どうな か。ある は、第十八─一二六四を含めた数首のオモロが謡われた可能性も考えられる。謡われるオモロの内容と う場 乖離が考えられるならば、 「天
あまつゞ
頂」が謡わ
れるオモロは王城御座や弁ヶ嶽でも謡われた可能性があるということに る。　
いずれにしても重要な点は、ある時期からおもろ主取等が独占的に首里城や弁ヶ嶽・雨乞嶽での雨
乞い儀礼で神歌を謡うようになったということな ではないか。それは オモロが大きく変質したこ
154
とを意味する。ひとつは、神女からおもろ主取への歌唱主体が移った変化、それと謡われるオモロの内容が儀礼の場から乖離したという変容である。〈まとめ〉　『球陽』や『琉球国由来記』の雨乞い記事、さらに尚家文書「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」の記述を重ねていくと、ある程度具体的な琉球王府の雨乞い儀礼の骨格が見えてくる。そして、そこで謡われた神歌の場面も窺えるが、以上述べたように第二十二に記された二首のオモロがその神歌とするならば、オモロは大き 変容しておもろ主取等によって謡われたということ 想定され れにしても、神女は聞得大君御殿（また、三殿内）でクェーナを謡うだけで、オタカベをすることに 役割を限定しているように思える。しか 、第二十二─一五四六（重複、七─三九一第）は、本来は神女が謡ったオモロだと思われる。第一─一九（ 三─一三七）の存在は、かつて神女がオタカベだけを担う存在ではなく、オモロを謡っていたことを物語る例になるのではないか。第七─三八六は、七─三九一と組み合わされるようにして、神女の雨乞いオモロを受けて、歌唱者の予祝的な言祝ぎを謡うオモロであった可能性があ 。いずれにし 、それはある時期から男性 へオモロの担い手占有的に移った いうことで が、そ 神女側 オモロの主要な担い手が君々であっ 問題と連動していたということか。つまりは、 『羽地仕置』等による君々の衰退と担い手を失 オモ
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ロの衰微は一体であり、それに替わってもう一方のオモロの担い手であったオモロ歌唱者が、全体が衰微したオモロを独占的に担っていったという構図が想定される。それが、第二十二に集められたオモロということかもしれないが 聞得大君・ノロ制度に位置付く上級神女、三平等之大あむしられにしてもオモロは謡われることがなかったと う点が、近世琉球期のオモロを理解する上で重要なことなのかもしれな 。そして、そ に関連することとして 雨乞歌は勢頭が担うウタであり、おもろ主取等はそれを担うこと なかったという点も注目される。おもろ主取等は神歌を謡うことに徹したというのが、王府の雨乞い儀礼から見えてくるもうひとつの姿である。そのひとつの理解は、おもろ主取等はそ ことによってオモ 聖性を深め、 自らの職を確保 たとい ことではないか さら は「雨乞御代参日記」の存在は国王が行幸する雨乞い儀礼から後退したことを意味するかどうかも考える必要がある。国王の代参は、その当時 なんらかの事情 よるのか。ある は、城外への儀礼 場所に国王が行幸するということがなくなった 。実は、 『球陽』 『琉球国由来記』 「雨乞日記」等には国王や聞得大君がどのよう 動きをする かが、まったく記されていない。し って れも推測になるが、 かつて第一─一九（第三─一三七）が聞得大君によって謡われた雨乞いのオモロであり、これがある時期から謡われなくなったということならば、国王や聞得大君は儀礼の場から退き 儀礼を総監するような立場に徹するようになったということも考えられる。　
本稿は、神女とおもろ主取等に焦点をあてて琉球王府の雨乞いを考察したために、那覇の龍王堂や
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天尊堂、豊見城城、泊村等の雨乞い儀礼や円覚寺や護国寺での仏者の雨乞い儀礼にふれていない。琉球王府の雨乞い儀礼は 中華の礼法を取り入れながら変化し、多重・多層のかたちをとって行われている。それらにつ ては、今後の課題としたい。【注】（
1） 
球陽研究会『球陽
　
読み下し編』 （角川書店、一九七四年） 。なお、比嘉実「南島の雨乞の儀礼的世界─雨乞
歌謡解読の前哨─」 （ 『古琉球の世界』沖縄タイムス社、一九九一年）の注４にも『球陽』からの雨乞記事が抜き出されているが、数件記事が落ちている。
（
2） 『球陽』の叙述のあり方の一端は、拙論「 『球陽』の叙述─「順治康煕王命書文（ 『古事集』 ）から─」 （ 『日本文学の展望を拓く』笠間書院 二○一七年所収）に記した。
（
3） 『古事集』については、拙論「 『古事集』 （鎌倉芳太郎資料）の叙述─『琉球国由来記』と『琉球国旧記』にふれながら─」 （ 『立正大学大学 文学研究科紀要』第三十三号、立正大学大学院文学研究科、二○一七年所収）を参照。なお、 『古事集』は沖縄県立芸術大学附属研究所『鎌倉芳太郎資料集（ノート篇Ⅱ）民俗・宗教』（沖縄県立芸術大学附属研究所、二○○六年所収）から引く。
（
4） 
球陽研究会『球陽
　
原文編』 （角川書店、一九七四年） 。なお、６０１に対応する「阿姓家譜（前川家） 」 「八
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世阿邦卿伊舎堂親方守浄」の記事には、康煕三十五年三月に守浄が「三司官名代」として「知念玉城祠社」行幸に「供奉」したことが記されている。この行幸は二月に通例の雨乞い儀礼があったにもかかわらず、その効果があらわれない めに行われたと推測される。守浄は二月の雨乞い儀礼においては、 「法司官 （三司官）名代」として天尊堂・龍王堂 参詣している（ 『那覇市史
　
家譜資料（三）首里系』那覇市史企画部市史編集室、
一九八二年） 。
（
5） 『球陽』尚敬王十六年（一七二八） 「始めて人、金城・寒水川・雨乞嶽下の墓に葬ることを禁ず」８４３も、王府が雨乞い儀礼をする御嶽である雨乞嶽から「葬する所の屍骸」を遠ざけて、雨乞い儀礼をする環境を整備しようとしたことが窺え 記事 はないか。
　
（
6） 『球陽』の叙述と大きく異なるのは、 「驚懼」するのは「王」ではなく「群黎」 （万民）になっていることである。『球陽』には主体者である国王の存在を取り除く叙述の姿勢が多くみられる（注２参照） 。
（
7） 
拙論「 『おもろさうし』の神女」 （ 『 『おもろさうし』と琉球文学』笠間書院、二○一○年所収）で、神女 かかわる祭祀の変容について若干ふれた。
（
8） 『蔭凉軒日録』文正元年（一四六六）七月の記事に「廿八日
　
琉球国官人参。而庭上消
二三拝
一退出。忽献
二方物
一也。退出之時。於
二摠門之外辺
一故放
二鐵放
一一両声。人皆聴而驚顚」 、また『大日本古記録
　
上井覚
兼日記
　
上』天正三年（一五七五）四月十日の記事にも「琉球人御参会にて候、悉唐衣装にて、色々楽を
仕、鐵放なと仕候て、殿中へ参候」 （梅木哲人編『琉球往復書及関連史料（一） 法政大学沖縄文化研究所
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一九九八年）という記事がみえる。
（
9） 
研究代表者豊見山和行『二○○四（平成十六）年度～二○○七（平成十九）年度
　
科学研究費補助金（基盤
研究（Ｂ） ）研究成果報告書
　
琉球国王家・尚家文書の総合的研究』 （琉球大学教育学部、二○○八年所収） 。
（
10） 
山里は他の文書の表題が「雨乞日記
　
五冊」に対して、第四八○号が「雨乞御代参日記
　
一冊」 （内題「雨
乞御代参公事
　
下庫裡」 ）とあり、文書の末尾も「右御双紙之儀云々」等とあることから、雨乞い儀礼の記
録としては「日記」と「御双紙」の二つがあり、 第四八○号については本来「下庫裡雨乞御双紙」 （仮称）だったのではないかと、推測している。なお、以下に引く「雨乞日記」 「雨乞御代参日記」は山里の報告を参考にするが、法政大学沖縄文化 所所蔵（マイクロフィルム）の尚家文書を利用している。
（
11） 
伊江朝雄『風や真艫に─琉球故事物語─』上 陸運経済新聞社 一九八三年）では、雨乞歌が御内原の女神官や三平等之大あむしられ達によって謡われることになっている。この外にも、 『風や真艫に─琉球故事物語─』と「雨乞日記」では幾つかの点で異なる記述がみえる。
（
12） 
喜舎場永珣『八重山古謠』上巻（沖縄タイムス社、一九七○年） 。 南島歌謡大成Ⅳ
　
八重山篇』 （角川書店、
一九七九年）には、収録されていない。
（
13） 
ただし、 『八重山古謠』上巻の「雨乞チィジィ（登野城） 」の「其の二 〈クバント御嶽ならびにイニナシィ御嶽の雨乞チィジィ〉 」の囃子は「ノーリンユウンガナシ」である。 「ユウンガナシ」は龍加那志と解釈される。このウタは 小話 に記 「
（4）御嶽の庭に水撒きの時水を捧げる時女衆の歌うもの」に相
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当するウタであろう。
（
14） 
喜舎場永珣『八重山民俗誌』上巻（沖縄タイムス社、一九七七年所収） 。
（
15） 『女官御双紙』は小島瓔禮『神道大系
　
神社編
　
沖縄』 （神道大系編纂委員会、一九八二年）所収による。な
お、オタカベは玉城政美・外間守善編『南島歌謡大成Ⅰ
　
沖縄篇』上（角川書店、一九八○年）による。
（
16） 
拙論「 『琉球国由来記』の世界」 （ 『琉球文学の歴史叙述』勉誠出版、二○一五年所収） 。
（
17） 『久米島仲里旧記』には、十二首の雨乞いのクェーナが記されている。聞得大君御殿で謡われたと思われるクェーナは、残念ながら残された資料に確認できない。ただ、前述した『八重山小話─その自然と言語習俗─』が記した「雨のちぢ
　
石垣島登野城村」の「
（2）前山にて水を汲むとき女衆の歌うもの」 「
（3）御嶽に水を
捧げる時女衆の歌うも 」 「
（4）御嶽の庭に水撒きの時水を捧げる時女衆の歌うもの」などが、ひとつのモデ
ルになるかもしれない。特に、 「
（4）」の「雨乞チィジィ」は水掛け儀礼で謡われるチィジィであり注目される。
（
18） 
拙論「 『おもろさうし』の構成」 （ 『おもろさうし研究』角川文化振興財団 二○一七年所収） 。
（
19） 
ただし、 第三─一三七には 「言葉聞書」 が入っている。その 「言葉聞書」 は尚豊王の御代崇禎十三年 （一六四○に七ヶ月間雨が降り続き、 そのためにこ オモロと 「しよりおわるてだこ」 というオモロ 「弐ふし」 を謡うと、雨が止まったという米次親雲上二十五歳 時の 直伝」を記 たものだとある。これは、おもろ主取家の安仁屋家に伝わ 伝承を記した「言葉聞書」だと考えられるが、 オモロ 内容と「直伝 の内容が大きく違っている。この「直伝」については、 拙論「歌唱者のテクスト─安仁屋本『 もろさうし』─」 注７ 拙著収録）
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を書いた。
（
20） 
注
7の拙論。
 
（
21） 
ただし、第七─三八六はひとつ前の三八五とは「ふし名」が相互に出入りする関係にあり、その点から二首が緊密な関係にあるオモロとも解釈できる。そうであるなら、三八五 は「又よこたりが
　
貢かない
　
按あんじ
司栄
は
いが
捧さゝ
げ」という詞章（ 「貢
かない
／捧
さゝ
げ」は朝拝御規式の貢ぎ物）があることから、三八六の「孵
す
で水
みづ
／若
わかみづ
水」が謡
われていることと合わせて、二首ともに正月を言祝ぐオモロという理解ができるかもしれない。
（
22） 
国立国語研究所『沖縄語辞典』 （大蔵省造幣局、一九六三年） 。
（
23） 
なお、第十七─一二三四 の重複は 内容からしても本来のものとはいえない。第十七は「恩納より上のおもろ御双
さう
紙し
」であり、第十八はその一番歌（一二四九）から三十首が連続して、第十七の後半に入り込むか
たちで重複している。
（
24） 
仲原善忠・外間守善『おもろさうし
　
辞典・総索引』第二版（角川書店、一九七八年） 。
（
25） 
富浜定吉『宮古伊良部方言辞典』 （沖縄タイムス社、二○一三年） 。
　
（
26） 
伊是名方言辞典編集委員会『伊是名方言辞典
　
本編』 （伊是名村教育委員会、二○○四年） 。
（
27） 
伊従勉は既に「稲の穂祭之時おもろ」 「稲の大祭時おもろ」にふれ、 この二祭でおもろ主取等が謡うオモロは、「いわばバックコーラスに過ぎない」と指摘している（ 「琉球祭祀にみる虚構と現実」 『国際沖縄研究』創刊号、琉球大学国際沖縄研究所、二○一○年） 。
　
